
 

 年度の活動 と成果 

地域政策研究センター 

センター   

センターの 的と  

 地域政策研究センター 、 で る 大 経済 の地域経済 報センターを

台として、 大 第 の とで 社会研究域 の 研究 関として

年 に発 し、 年度で 年 となる 規 によ 、域 センター 年で

しを行 とにな て 、来年度が 年度となる  

 センター 、地域の発展・ 生の めの政策研究を推進して る のグ ー 経

済の で地域の経済社会が に して る諸課題に し、地 治 、地域の諸

団 、大 の諸 関と しながら、 文・社会 の を活かして 策を

するとと に、地域 生の に 政策 の理論を構 し、 らの研究を て、

大 の 地する地元北陸に る地域問題の 地域の発展に する とを 的

として る 地域 生 総合的な政策課題で 、研究 に て 際的な が な

と で な が、地域政策研究センターで と に、 的 策 で な

、すな 、 の 成、社会的 と合 成、 のメ ニズム、 戦略、

、社会的 度（ ー ）の 、歴史的・文 的 、と 文・社会 的

域の問題に を てて る  

 地域政策研究センター 、 年 、 大 社会研究域に する のセン

ター と の 、 の 研究 よ の から構成 て

る（ のセンター構成 の一覧を ） センターの 務を に進める め、

で 務 を 用して る な 、 、 年度 で ・ の め

活動して な  

 研究域 センターに 、規 によ て、研究域 を議 とするセンター 会議とセン

ター を議 とするセンター会議が か て る センター 会議 センターの

、センター よ センター の 考、 ・ 、 来 、 ・ ・

年度 の策 報告 の 成等の を 議する研究域の議 関で る セン

ター会議 全てのセンター を て構成 、センターの活動に関する合 成の

で る 地域政策研究センターで 、センター会議 にセンター 会を て日

務に 動的に する とで、全 会議 に めて る 会 、センタ

ー 、 センター 、センター （ ）、 務 の で構成 、 務の進

理を行 て る  

 進行 の ジ ト（研究会を ） するよ に 、 ジ ト

とに を し センター の ・ と し して、 に研究会 研

究 等を推進して る 研究 ジ ト 、センター に ら て る で な

、センター を にして、大 の研究 地域のア ターを んで して

ると が 的で る 研究 ジ ト の 報共 的な を る め、

センター会議の を 用して、 的に研究会 会議を するとと に、センター公
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開研究会を して、 研究成果を ー ンに議論する を て る  

 センターに から の ア イ ーを 、２年に一度ア イ リー ー を

して る 年度から 、 する地域の関係 を 「地域ス ー ー

会議」を る の活動成果報告会として、地域関係 の をセンターの に

るよ にして る 年 日に「ア イ リー ー 地域ス ー ー

会議」を開催し  

 

地域政策研究センターの研究  

 センターの研究活動 、個 研究と共同研究によ て進めら る 共同研究に関して 、

研究 ーマを「地域からの社会的 度の に関 る地域政策 インの研究」に

して共同研究 を し、 の の共同研究グ ー を 成して る  

 （ ）地域の 用問題・ 成の 度に関する研究（地域 用グ ー ） 

 （ ）地域の ・コミュニ の 度に関する研究（地域 グ ー ） 

 （ ）地域 を活用する 度・ に関する研究（地域 グ ー ） 

 らを地域一 的、 的、政策 合的、同 的に とを課題として、

を 的に て めに、全 にかか る の の 本視 を

して 研究会の課題と 合 て る  

 （ ）エ ンス（ ）に 地域政策 イン 

 （ ）地域からの政策 成 セス（歴史研究、社会 政策研究） 

 （ ）グ ー （国際経済動 の 、国際 ア ー ）  

 研究グ ー の 報共 と 交 を 進する め、センター会議の で、研究

会議を て る  

 

 らを 本 とし 、 の と 動する で、「 」

に の研究課題グ ー として、 年度から の を んで る  

 （ ） （トッ ウン） 研究課題「地域包括ケアシス ムの推進を し

際研究：地域 ータ に 政策 インの共創的研究」（ ジ トリ

ー ー： 、コアメン ー： 雅 、 公 、 ６ 、 ： 、

） 

 （ ） （ トムアッ ） 研究課題「持続可能 の に 包括的地域 生

ナンスの 域 合的研究」（ ジ トリー ー： 地 、コアメン ー：

、 山 、市 か 、 、 ： 谷 、 ） 

 （ ） （ トムアッ ） 研究課題「 と地域文 ・コミュニ の 関に関

する 的研究」（ ジ トリー ー： 谷 、コアメン ー： 、

： 、 地 ） 

 （ ） （ トムアッ ） 研究課題「 ・ 用の社会的 に する ー

・コミュニ ・ケイ リ 研究」（ ジ トリー ー： 、コアメン

ー：森山治、 裕 、 公 、 、 ： 、 一 、 ） 
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 の （ ） 、地域 グ ー の「地域包括ケアとエリアマネジメント」研究会が

とな て、 社・ ・理 の の研究グ ー を し ので る （ ）

地域 グ ー を に宮本文庫研究会と経済 経 のメン ーを て

、（ ） 同 地域 グ ー と地域創 の ・文 コースのメン ーの

合で （ ） 地域 用グ ー と地域創 の マネジメントコースのメ

ン ーを 合して 地域政策研究センターのセンター が ジ

トリー ーを務めて る センターに の研究課題グ ー で 状況と な 、

（ ） 、 的 の がリー ーとな て、 を とと に、

の研究 ジ トを 的に て て ら 、コアメン ー が

を する をと て る  

 来 、 で リ ュラムを 視して るので、地域政策研究セ

ンターで 、 に個別に か て の を 、 に 研究課題をマ

ネジメントする しかで なか が、 、研究課題グ ー とに をて す

る が でよ にな 、 の 成と 動し 研究 ジ トの発

展に ながるので な かと る  

 

研究グ ー の活動 

センターの研究活動 、個 研究と共同研究によ て進めら る 個 研究に て 、

「Ⅵ スタッフの個別研究活動と成果」で報告する  

の共同研究グ ー 、 の共同研究 に て、 の研究 ジ トな

し研究会を して活動して る ア な研究会 、 のグ ー に

、 の に 域 的な研究会が 、 の研究会が展開して る  

 的 市 研究会（地域 用グ ー ） 

 研究会（地域 用グ ー ） 

 地域包括ケアとエリアマネジメント研究会（地域 グ ー ） 

 地域コミュニ 活動（地域 グ ー ） 

 北陸グリーンインフラ研究会（地域 グ ー ） 

 リス ・レジリエンス研究会（地域 グ ー ） 

 共創的 ジ ト（地域 グ ー ） 

 宮本文庫研究会（ 的 ーマ） 

 国際経済研究会（ 的 ーマ） 

研究会に ーマに て の研究 を し、 ー ンなネット ー を構 し

、共同研究を推進して る 年 回から 回 度の研究会を開催して る

し で報告するが、 で のグ ー とに研究会活動の を て

 

 

地域 用グ ー で 、 的 市 研究会と 研究会の の研究 ジ

トを推進して る  
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的 市 研究会 、 研究 （ ）「 を る に

的 市 創 の可能 に関する国際 」（ ： 公 、 年度）

の 年度で イ フ ンラン 、 ンマー 、 な の 理論研究を

に、 回の公開研究会を開催し 研究 の研究 とめを進めて る （ 的

市 研究会の活動 、本年報の「 的 市 研究会」を ） 

研究会 、一 団 全国 ・共済 会の 成 に 、「

社会を る 保 シス ムの構 日 保 度と の 研究 」（

：森山治、 年度、 ）と 研究課題で、 ・研究活動を行 国・

ウ 市に る を し、報告 を 成し 、 研究 （ ）「

に る包括 用創 に関する研究」（ ：森山治、 年度）を

し、 継続して研究で る が 本年度 、イ リス・フ ンラン を

とし 地 の な を進め で研究を して の 度

用状況の国際 研究を進める で る （ 研究会の活動 、本年報の「

研究会」を ） 

 

 地域 グ ー 、「地域包括ケアとエリアマネジメント研究会」（ケアエリア研）と、

「市民 度 」の大 の活動から構成 る  

 ケアエリア研 、理 、 、 社の研究 が ・ し 合の研究 ジ

トで る 年度よ スタートし 大 の「 （トッ ウン） 研究課

題」に て活動を行 て る（研究課題 「地域包括ケアシス ムの推進を し

際研究：地域 ータ に 政策 インの共創的研究」（ ：

） 、 ・社会共創推進 構の「共創 研究 ジ ト」に

て る ケアエリア研で 、 年から、羽咋市・日本 ・ 大 による研究

（ ータに 「 社会に る羽咋市のグラン イン」の検討に係る研

究、 ： 雅 ）を んで社会 的な研究を進めて 年 日に

、 大 ナ 生 研究 にて「地域包括ケアとエリアマネジメント研究会」（共創

研究 ジ ト ）研究成果報告会を開催し （ らの 、本年報

の「 地域包括ケアとエリアマネジメント研究会」を ） 本年報に 、ケ

アエリア研の活動の 、 社メン ーを とし 地域政策グ ー の研究（生活

の 、 ・ の 、 ジ ト）を する  

 、地元 治 と して地域コミュニ に関する継続的な ・ を

して 、 の 「 度 」に て 、 に が な 民の を、

一 の で で る として、 治 からの 年度 、

年度から続 回 の 市「 度 」を し、 との経年 を し

（ らの 、本年報の「 市 市民 度 果」を

） 

 

 地域 グ ー 、リス ・レジリエンス研究会、北陸グリーンインフラ研究会、
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して「 」の研究 を す を行 て る  

 地域政策研究センターで 、日本 会 シス ム研究センターの 動

を 「 文 的地域研究に る な 流と展開」の の一環として、 年

続で国際シンポジウムを開催して が、 年度の国際シンポジウム「 らしと と

文 的 」、 年度の国際シンポジウム「都市 をグリーンインフラから考 る

市に る活用と 」を 継 、 年度で る 年度 、リス ・レジリエ

ンス研究会が とな て、国際シンポジウム「地域の持続可能な未来へ、レジリエンス思

考からの挑戦」を開催し （ 年 日、 市文 ー ） 本 、市 か

が とな てコー ネートし、 年に 続 て国 大 ス イナ リ

等研究 しか ・かなざ レー ング・ ニットが共催し （国際シンポジウ

ムの ニューズレター に し 本年報の「 国際シンポジ

ウムに ） リス ・レジリエンス研究会 、 の に と に 回の研究会を

開催し  

 北陸グリーンインフラ研究会 、 年度の国際シンポジウムの成果を とめ ッ

レットを 年度 に 行し が、本年度 の成果を にして研究会活動を地域

で展開し 北陸グリーンインフラ研究会の活動を第 回グリーンインフラ研究会セミナ

ーで報告し、 年 日に 「グリーンインフラの の視  な セスに

がる 的 能の考 」と題する研究会を開催し 、北陸地域政策研究フォー

ラム 回 の 開催で 、共 論題として、「地域政策としてのジ ー 」を

し、北陸で めて 合同でジ ー を地域 として議論する 会を持  

 らの研究会活動と 行して、 でコメントの 「 」に関する研究

の検討を 年度から進めて る の の１ として、 成 年度

「地域 保 等 （ 保ス ーム： 展開 ）」として

「共創 展開 グラム」を し 、大 が とな 、 都 で

活 する に リ レント の と 研究 としての を し、 の

が地域 の発展を ポートする で る の に て、地域政策研究センタ

ー 、 の 度 セス、 よ 、 都 が地域に する めのエコシス

ムの構 に関する研究を推進し （ らの 、本年報の「 共創 展開

グラム」を ）  

 、 と 行して、 の に関する研究を進め 谷 生と共に

市 地 の 地 の課題を ・研究し （本年報の「 （２）「 市 地

に る地域課題の と 地 への 」を ） 年度 に 、センター公開研究

会に て、 大 成 大 を て、「 ーリズムとジ ントリフ ケー

シ ン 市と 都市に る の に 都市の 」と題する報告をし

て 、 市 と共に ス ッシ ンを行 、地域政策研究センターと

関 しな が、文 年度共 政策課題（ 理 ータ イエンスに

係る ）に、「 と ータ イエンスの イ リッ 成 リ ュラムの構

」と ーマで を行 果 ながら で が、 続 の
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の めの を模 して で る  

 

 の の 域 的な ーマとして、宮本文庫研究会と国際経済研究会の の研究

会を展開して る  

 宮本文庫研究会 、 研究 （ ）「宮本憲一氏 を活用し 環境政

策 成史に関する研究」（ ： 山 、 年度）の 年度で 年度 、

の にな て な を、一覧 にして ータ ース し、 理的状 の

ジタ 保 をする を行 、 本的に し 宮本文庫研究会で 、 での

研究成果の発 の め、 する日本環境会議の 関 で る 環境と公害 の

に 「宮本文庫と環境研究の継承」を ・ し の を にして、

で市民公開セミナー「宮本憲一文庫と環境研究の継承」を開催し 、年度 に

年 の共同研究の成果 として、報告 「日本に る環境政策の 成に関する研究」を

し の報告 を ースに を てて る （ らの 、本年報の「Ⅴ

宮本文庫研究会」を ） 

国際経済研究会 、塩谷雅弘 が にな 、経済 経 の と して継

続的に研究会を行な て る 年度 年 と 年 に 回研究会を開催し

イン を めとする アジア諸国 の の 状と問題 、 アフリ 地域の

の発展、 発展と経済成 、イン に る 関係が の 思 に す 、

等に て報告・議論が行 （ らの 、本年報の「Ⅴ 国際経済研究会」

を ） 

 

の 状況 

 年度の 研 の 、センター が研究 として て る の

、 、 経 の合 （ 年度 ）で る（ １） 地域政

策研究センター 、 治 、 、諸団 、大 の諸 関と しながら、地域の課題

の 研究を行 と に が る 年度、センター が とな て地域

と し 「 の の 共同研究等」の 、 に （

２） に、日本 会 シス ム研究センターによる 研究動 等に関する

研究 の で、 の 務 を で 用して る 、 の と

して 、 （ ３）、 らを合 すると よ で 、 年度

で  

 年度 研 の 規 が で、 を持 て 研 戦略会議を るな

の 策を行 果、 年度 の 規 に なが 年 続で

が て のが 年度マイナスにな が、 年で ラスに 年度 続

研 戦略会議を開催し、研究 課題 の検討、 メン ーの 、

として可能な の をする とな を して、 の に な  
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 年度地域政策研究センター を とする 研 状況 

研究 
 

研究
 

年度 
経

（ ） 
経 （ ）

課題  

山  
研究

（ ） 年度 
宮本憲一氏 を活用し 環

境政策 成史に関する研究 

大  
研究

（ ） 年度 
地 の

と の ・ 研究 

塩谷雅弘 
研究

（ ） 年度 
国に る債務の規模と構成：

の を る めに 
雅

 
研究

（ ） 年度 
ネット ー の開 と 害・

ネット ー への展開 

公  
研究

（ ） 年度 

を る に

「 的 市 」創 の可能 に

関する国際  

 
研究

（ ） 年度 

ア セスポイントとしての行政

による行政シス ム 成メ

ニズムの  

谷  
研究

（ ） 年度 
を とし に

文 と マネジメント 

 
研究

（ ） 年度 

地域社会に るケイ リ

に 行 政の 理論

治と の検討 

森山治 
研究

（ ） 年度 
に る包括 用

創 に関する研究 
合        
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 年度地域政策研究センター を とする の の ・共同研究等の 状況 
研究 

 
  課題  

 羽咋市 年度
羽咋市の ・ と・し と創生総合

戦略に関する研究 

 市 年度
国保 ータ ースシス ムを活用し

地域の の めの 研究 

大  
マネジメント・ス

ー 研究  年度 
 

アントレ レナーシッ ・ ーシ

ン構 の  

大  
会社 開

発 括  
年  

（年 ）

全国の の の と生

の に関する共同研究 

大  
一 団

会

研究 成 

年

度 
の成果に関する ・ 研

究 

地  
成 年度北陸地

国 大 研究

 
年度

（ 大 ）
北陸地域政策研究フォーラム 

地  
能 ラ

会 
年

度 
成に 山

成活動の 開発 

雅  市 年度 市社会動  

雅  羽咋市 年度

国保 ータ ース・ ータ

ースな を活用し 地域の

の めの 研究 

雅  市 年度 市社会動  

雅   年度 都  

雅   年度 文 に係る 果検  

 能 市 年度
能 市市民 度 に関する共同研

究 

 市 年度
第４回 への「 しる 」

成の めの市民  

谷  
大 コン ーシアム

地域課題研究

ミナー  
年度

と交流が生 て る を

とし 、 の ・ か のの

の創  

森山治 
一 団  全国

・共済

会 
年度 

社会を る 保 シス ム

の構 日 保 度とにな

の 研究  

理 
（ 研究 ） 

日本 会

シス ム研究センタ

ー 動  
年度

文 の に関する 研究動

よ 策 史 なら

に 文 的地域研究に る な

流と展開  
合      

 の 等の 状況 
研究 

 
  課題  

 
大  

（トッ ウン） 研

究課題 
年度 

地域 ータ に 政

策 インの共創的研究 

合      
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研究成果の発 と交流 

 研究成果の交流・発 ・社会 の として、 年度地域政策研究センターの関

公開のシンポジウム、 、研究報告会 の で る  

 国際シンポジウム「地域の持続可能な未来へ、レジリエンス思考からの挑戦」（ 市、

国 大 ス イナ リ 等研究 しか ・かなざ レー ング・ ニットと

共催、 年 日 市文 ー ）  

 日 共同セミナー     （「歴史都市 保

全と活用」）（ 年 日   ） ーニ 大 催 院大

と 大 地域政策研究センターが共同研究 を  

 第 回北陸地域政策研究フォーラム（ 年 日 文 会 ） 年度

大 が 催 地域公共政策 会、地域 イン 会関 ・北陸地域 会共催 北陸経済

合会 論題 会 報告、共 論題「地域政策としてのジ ー 」 報告  

 第 回「環境と公害」市民公開セミナー「宮本憲一文庫と環境研究の継承」（ 年

日 大 ライト ラ ） 日本環境会議と環境政策 成史研究 ジ ト

（宮本文庫研究会）が 催 地域政策研究センターが共催 日本 会議  

 北陸グリーンインフラ研究会 年第 回研究会「グリーンインフラの の視  

な セスに がる 的 能の考 」（ 年 日 北陸 大

院大 フ ス）  

 「地域包括ケアとエリアマネジメント研究会」（共創 研究 ジ ト ）

研究成果報告会（ 年 日 大 ナ 生 研究 ）  

 日本エコミュージアム研究会 年度研究大会（ 年 日、

文 交流 ） 地域政策研究センターが共催  

 羽咋市報告会（ 年 日、羽咋市 ）  

 台湾行政院視察団による訪問（ 年 日）  

 地域政策研究センター活動成果報告会（ア イ リー ー   地域ス ー

ー会議）（ 年 日、 大 ライト ラ ）  

 地域政策研究センター公開研究会を全 回開催  

 ニューズレター 第 、 の発行  

 

での成果と 来構  

 地域政策研究センターの での 年 の活動を て、研究・ 成・地域 活

動を て が、 の でと に を発 して るの の 域で る  

 地域 用・ 成に関する研究 

 市 が流動 ・ する で、 的 市 政策と ば る し タイ の地域

用・ 成が課題にな て る 市 に て を を 生活に包

して めの「 的 市 」に を て 政策 に関する研究 、 を

にして 大 の研究グ ー が の議論をリー して る 、 の 度

と に て 、森山 を とするグ ー が日 を に を 富 して

る らに て、 に を て の に関する な地域 的
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な研究がスタートし 年 よ 、 大 、北陸 大 院大 、

同 合全国 センター（ ）、 会社日本 構 よ 活動

とコン ーシアムを んで、「共創 展開 グラム」を開 し 大 が

とな て、 都 の と地域の地域 とのマッ ングを行 、 の が

リ レント を経ながら、 の発展を ポートする とを検 して る 地域の課

題に マッ ング・ 成 度の とな る で る  

 地域 と に関する研究 

 社会に して る日本で 、 の 社会シス ムの構 が 務で

、 に地域 に 地域包括ケアシス ムが となると て る 地域包括ケ

アとエリアマネジメント研究会で 、 市、羽咋市な と して、国民 保 ータ

ース ータ ースな 地域 ータの を て、 治 がエ ン

スに て 果を検 しながら政策を進めて めの ー を開発して る

理 、 、 社の研究 による 合で社会 の研究 ジ トで、地域

政策研究センター の 社グ ー を する 年度に 大 の「

（トッ ウン） 研究課題」に 、羽咋市・日本 ・ 大 による の

ジ トを に、（１） の地域 ータの「 る 」シス ムの開発と地域

政策への 用、（２） ータの への展開、（３）地域の ・ 経済と

の「 る 」と （   ）の と 研究活動を進め

て る 大 と 治 との によ 、 ータ、エ ンス、発 、 の イ が生

、国 で の 合 ータ ースを活用し 地域 とな て る  

 地域 の保全と活用に関する総合的研究 

 が国際的な共 ーマとなる で、地域の ・ ・ ・文 と 共

の保全と活用を総合 する 的な政策が めら て る 地域政策研究センターで 、

の に 的にア ー する め、 、文 的 、グリーンインフラ、レジ

リエンスを ーマにし 国際シンポジウムを 続で開催し、国 の 研究 を めて

ネット ー を構 して 年に 、 市 政策課、 大 、国 大

ス イナ リ 等研究 しか ・かなざ レー ング・ ニットと して、

市の都市 策とグリーンインフラの に ての共同研究を し

市の 政策 年と関 する で「都市 をグリーンインフラから考 る」と題する

国際シンポジウムを開催し、 の成果を として するとと に、ネット ー を継続

して発展 て めに北陸グリーンインフラ研究会を 地域 を、生活

、 能、生 ー ス、 、文 的 な の 的 から 続的・包括

的に しよ と 研究で る 経済 的に 「地域の 」の理論 、 ー ー・

ーリズムのコント ー な の政策課題と 関 て る の で 、 ・北陸地域

進的な 策 課題に んで が 、リス ・レジリエンスと ス イナ

・ ーリズムの を 合して 進的な政策 を る を する  

 宮本文庫を活用し 環境政策 成史に関する研究 

 地域政策研究センターで 、 の地域経済 報センターの に、宮本憲一 大

・大 市 大 から ・ の を て、 大 で「宮本文
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庫」として公開し が る  年に宮本 から日本の公害問題 地域の公共政策

に関する歴史的 の 的な が 地域政策研究センターで 、国 大の環境

団 で る日本環境会議と し、 研究 （ ）「宮本憲一氏 を活

用し 環境政策 成史に関する研究」（ ： 山 ）の を て、日本の地域政策・

環境政策の 成 を検 する めの の 理と研究を進めて る  

 

 年 の活動を総括すると、地域政策研究センター 、 社研究域に る地域研究の

括 として、共同研究 ジ トの推進 関とな 、 センターを にして、 な

研究 ジ トが 生展開するとと に、 らを 的に な 合 る を

果 して で、社会課題 の共同研究の発展によ 、 合 地域 が

進展し、 研究グ ー の活動 、 社会研究域の を る のにな て る  

 の状況を として、 年度、地域政策研究センターで 来構 ー ンググ ー

を 回に て議論を メン ー 、 、森山、 地、 、 谷

と 社会研究域 （ ー ー）で る ー ングで 、 からの社会課

題と地域のポ ンシ を 、地域政策研究センターの研究 を活かす で、セ

ンターの発展的な展開が で と 問題 がな 、 での

等でのコメントを 、ア ー として な を しながら 、社会課題の

ーマ として 、戦略的に て とを検討し  

 的な として 、（１） 合の共創的研究として展開して て る地域

グ ー の「地域包括ケアとエリアマネジメント研究会」に て 、 、理 と

一 で研究を進めて る と 、 ・社会共創推進 構な 全 的な の

で研究 ジ トを進める に 行する とが る と、（２）地域 グ ー

と地域 用グ ー を に、 で んで 地域 ジ ト等を発展 、

文・社会 でな 的研究 域を 合して、 な 課題に する

の 成を る とが  

的に 、 、「 ・社会 イ ーシ ンセンター（ ）」として、

地域政策研究センターを大 の 的な研究 に発展的 を す 同センター 、持

続可能で文 的な の発展を して、地域社会、 民生活 地域経済 の課題を

研究し、 の成果を発 するとと に、地域に還元して とを 的とする  

な活動 として、研究 で の 域の研究を推進する  

の政策と経 の研究 地域創 に ・文 コースが が、

地域経済の で の める 大 な て 、 を 的に研究する社会的な

ニーズが て る の 、地域社会に る 、文 としての 、

ジネスとしての な の 域に て るが、 務的な が 行し、理論 政策が

に して、地域 グ ー の研究成果を 継 ながら、地域社会に る の

、文 ・環境・社会を するよ な セスを研究する  

地域的な ・ 成の 度に関する研究 の創 ・展開に て、経 課

題を し、地域 に 創 がで るよ なイ ー な の 成が

となる の日本で 、 来 能して 度が て 、公民 が
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して地域 用・ シス ムを する とが大 な課題とな て る 地域的な

関の ・共創による 成、地域 市 の 成、 理 ータ イエンスに

エ ンスを活用で る の 成・活用な を研究する  

コミュニ （創 社会）の研究 持続可能な を する めに 、 ー ー・

ーリズム問題のコント ー 、「 するよ に らす」生活の な 、地域社会 が

マネジメント能 を め、地域 の 的な ・活用をで るよ にな て か ばな

らな の成果と社会 度を 合 て社会問題を で る、 し ラット

フォーム の 成 ナンス 度を研究する  

で 、センターと大 院の による の 成 グラムを開発する  

で 、国際的な研究発 の に を 、 の ・ 行を行 研

究 との交流を 進し、センターの に 的に関 て ら 度を する  

 を て を してスタッフを 、国際交流 地域 を

する 的なマネジメント を 用する 年 に 大 と地域が共同 する社会課

題 の研究 となる とを す  

 

地域政策研究センターの  

 発 から 年が経 し とを て、規 に て研究域 研究センターの

が行 地域政策研究センターの 果 で で 、 のよ に 論

ら  

 

 

 センター 、 年 年 の を て、センター のリー ーシッ の 、

・ の 成を進め、 大 に る地域政策研究の としての 研究の

、研究成果の発 、地域への還元活動が活発に行 て 、 の 的 る 度果

して ると で る  

 、地域との共同研究等の成果を論文・ ・ 会発 等として に とめて る

と、 研 ・ 研究 を で て る と で る  

 研究 に して 、一 の を行 て るが、 用 な と

で 成果が 、 の成果に する  

 のよ に、センターの活動 社会的に ると で るが、本 の なる研究

の め、 から 年を か る 年度 を て発展的に する ととする  

 しかしながら、センターの活動 し で るが成果を て て 、 な

地域政策研究を 社会研究域 のメン ー で する と な状況で

、研究域を 研究 を し、地域政策を地域創成と から「 ・

活用」と 構 を し を し  

 

 

 地域政策研究センター 、 年 の成果を 、 から 年を に「発展的

に 」 る の 論を て、 の研究 構 をよ して ととな  
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地域政策研究センター スタッフ一覧 

 
 

研究  

氏       （ 考） 

  大   社会保  
   経済大   交 経済  
  大    的 論 
   大   行政  

 理 大   社会思 史 

山 一 大     社会保 論 
 

 
氏       （ 考） 

  一  国際 院     社会  

 
務  
氏        務 

生  地域政策研究センター 務  務  

 

氏       （ 考） 

  経済 経 （経済 ）   地域経済論（センター ） 

山   経済 経 （経済 ）   政  

市  か  経済 経 （地域創 ）   環境経済論 

塩谷 雅弘 経済 経 （経済 ）  アジア経済論 

大   （ ）   的  

 裕  経済 経 （地域創 ）  社会政策論 

 大  経済 経 （経済   経  

地  地域政策研究センター  
地域マネジメント論、 
環境社会 （ ） 

 雅  経済 経 （経済 ）   ・ 報  

 公  経済 経 （経済 ）   地 政論 

  （地域創 ）   地域社会  

谷  （地域創 ）   コミュニ イン 

  経済 経 （地域創 ）   社会保 論、経済  

森山  治 経済 経 （地域創 ）   社会 論 
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年度 地域政策研究センター活動日  
 

年 
 日 第 回センター 会 
 日 国際シンポジウム 合  
  （ 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 開催） 
  日 センター イトリニューア  
  日 宮本文庫研究会 合  
  （ 、 、 、 、 、 、 年 開催） 
 日 地域包括ケアとエリアマネジメント研究会 
  （ 、 、 、 、  、 、 、 、 、 、 
     年 、 、 開催） 
 日 第 回センター 会 
 日 第 回センター会議 
 日 第 回センター会議（ 議） 
  日 共創 展開 グラム 合  
  （ 、 、 、 、 、 開催） 
  日 羽咋市アンケート 合  
  日 第 回センター 会 
 日 第 回公開研究会 
 日 第 回センター会議（ 議） 
 日 第 回 来構 ー ング 
 日 第 回センター 会 
  日 北陸地域政策研究フォーラム 会 
 日 第 回 来構 ー ング 
 日 第 回公開研究会（ 的 市 研究会） 
 日 第 回センター 会 
 日 「 の が な と 」シンポジウム（北陸 研究会） 
 日 「日本エコミュージアム研究会（センター共催イ ント） 
  日 国際経済研究会 
  日 グリーンインフラ研究会 合  
 日 第 回公開研究会（ 的 市 研究会） 
 日 第 回 来構 ー ング 
 日 第 回センター会議 大 会 
  日 共創 展開 グラム 務 会議（ 、 開催） 
 日 第 回センター 会 
 日 第 回 来構 ー ング 
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 日 台湾行政院視察団による訪問 
 日 ーニ 大セミナー「歴史都市保全と活用」 
 日 第 回センター 会 
 日 第 回センター会議 
 日 共創 展開 グラム開  
 日 第 回センター 会 
 日 ニューズレター の発行 
 日 国際シンポジウム 
  「地域の持続可能な未来へ、レジリエンス思考からの挑戦」 
 日 国際シンポジウム エ ス ーシ ン 
 日 宮本文庫研究会 
 日 宮本文庫研究会セミナー（第 回「環境と公害」市民公開セミナー） 
 日 第 回センター 会 
 日 第 回公開研究会 
  日 国際シンポジウム 合  
 日 第 回公開研究会（ 的 市 研究会） 
 日 リス ・レジリエンス研究会 
 日 第 回センター 会 
 日 第 回センター会議 
 日 第 回北陸地域政策研究フォーラム 
 日 「地域包括ケアとエリアマネジメント研究会」研究成果報告会 
 日 北陸グリーンインフラ研究会 
 日 ア イ リー ー 活動成果報告会 
 日 第 回公開研究会（ 的 市 研究会） 
 
 

年 
 日 第 回センター 会 
  日 国際経済研究会 
 日 第 回公開研究会 
 日 リス ・レジリエンス研究会 
 日 第 回センター 会 
 日 第 回センター 会 
 日 第 回センター会議 
 日 第 回センター 会 
 日 ニューズレター の発行 
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